
横浜天声キリスト教会　　週報　第 12 巻 35 号（No.395）　　2017 年 8 月 27 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　コロサイ 3:15-16･･･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　９番

*交読文　････････････････ 　４１番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７６番

礼拝のための祈り　･･･････ １部：渡辺和歌子 働き人　　２部：小林美之 働き人

賛美　･･････････････････ 　３９９番

メッセージ　･･････････････ 全ての闇を払拭する「有りて有られるお方」の御言葉(ヨハネ 1:1-14)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　２１０番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　だから、＿＿は、神に選ばれた者、聖なる、愛されている者であるから、あわれ

みの心、慈愛、謙そん、柔和、寛容を身に着けなさい。互に忍びあい、もし互に

責むべきことがあれば、ゆるし合いなさい。主も＿＿をゆるして下さったのだから、

そのように、＿＿もゆるし合いなさい。

これらいっさいのものの上に、愛を加えなさい。愛は、すべてを完全に結ぶ帯で

ある。キリストの平和が、＿＿の心を支配するようにしなさい。＿＿が召されて一

体となったのは、このためでもある。

いつも感謝していなさい。キリストの言葉を、＿＿のうちに豊かに宿らせなさい。

そして、知恵をつくして互に教えまた訓戒し、詩とさんびと霊の歌とによって、感

謝して心から神をほめたたえなさい。そして、＿＿のすることはすべて、言葉によ

るとわざによるとを問わず、いっさい主イエスの名によってなし、彼によって父な

る神に感謝しなさい。(コロサイ 3:12-17)

メッセージ概要

　神は、永遠の昔から永遠の未来で「存在」されるお方、そして私達を存在させ、存続させるお方である。

それ故、信じる私達は「自分は愛なる神に存在させられている」と自信を持ち、そう主張する事ができる。

だから、永遠の御言葉であられるお方イエス様を、私達の内に住まわせるための御言葉を暗唱する事  (  テ
フィリン  )  こそ、人格において、精神において、あらゆる面において安定する秘訣である事を、先週学んだ。

　ヨハネ１章からも、御言葉であられるキリストがいかに素晴らしいお方であるかを、見る事が出来る。御言

葉なるお方は、永遠のはじめから神とともにおられた(1-2節)。それがキリストのアイデンティティ宣言である。

　全てのものは、彼によって創造された(3節)。私達が 100 年ほどの一生の間に目にするもの、触れる全て

のもので、彼によらずして出来たものは一つもない。このお方こそ、有りて有られるお方であり、私達が目

で見、手でさわれるお方、そして、死に陥った私達を、命をかけて救う、愛なるお方として、私達に現れた。

　彼が、愛の意図をもって計られたタイミングにより、今、こうして私達は愛され、生かされている。息を引き

取る時さえ彼の愛のタイミングの中で計られており、その息(霊)は、全能なるイエス様のところに帰って行く。

　このお方を信じる人は、自分は神の子であるという、盤石の、安定した生き方が出来るが、彼を認めない

人は、自分は偶然に進化した者、脳の電気信号で動く偶然の産物として、自力で生きなくてはならない。

　太宰治は、自分は人間失格だ、生まれて来てすみません、と書いて、多くの人の共感を得たが、全存在

の源・「有る」お方を持たない人がサタンの言葉に惑わされるなら、そのように考えてしまう。神の敵・サタン

が人を破壊させる言葉の、最たるものは、おまえは存在するな、居てはならない、有ってはならないである。

　それを打ち消すのは唯一、全存在の根拠なるお方・キリストの言葉である。　『この言に命があった。そし

てこの命は人の光であった。光はやみの中に輝いている。そして、やみはこれに勝たなかった。』(4-5節)
光を前にした闇は、消え失せる以外に無いように、キリストが現れたなら、悪魔は消え去る以外に無いのだ。

　イエス様は、人が存在する以前から人を愛し、妻として定め、共に住むための家（宇宙）を創り、たとえ人

が、ご自分を裏切る選択をしたとしても、十字架上で身代わりとなって命を捨てる、という事までして人を救

おうという愛の意図を、なんと、永遠の昔から持ちながらにして、人を創造されたのだ。(エペソ 1:3-6)

　『彼を受けいれた者、すなわち、その名を信じた人々（現在形能動態：「自ら信じ続ける人々」）には、彼

は神の子となる力（権）を与えたのである。それらの人は、「血筋」  によらず、  「肉の欲」  によらず、また、  「人

の  (  意  )  欲」  にもよらず、ただ神によって生れたのである。』(12-13節)　つまり、イエス様を信じている人は、

血筋や外見、能力や社会ステータスに左右されなくなる。世の人は血筋を重んじるだろう。それは生来の

能力や外見、社会ステータスも決定づけるからであるが、彼らは、そうした「血筋」の束縛から開放される。

　また、「肉の欲」を根拠とする束縛からも開放される。男女が性欲に身を任せ、彼らが望まぬ命が「できて

しまった」、と言う事は多々あるが、自分はそういった人の欲望の産物だという空しさもなくなる。また「人の

意欲にもよらず」とある通り、親や誰か人の政略的な操作によって自分は存在する、という空しさもなくなる。

　信じた人は、ただ神によって、神の子として完全なる愛に愛される存在として生まれた、と確信するのだ。

　『そして言は肉体となり、わたしたちのうちに宿った。わたしたちはその栄光を見た。それは父のひとり子

としての栄光であって、めぐみとまこととに満ちていた。』(14節)　書かれてある通り、肉体となって来られた

「言」であられるお方は、神のひとり子であり、御父の栄光に満ちておられ、恵と真理に満ちておられるのだ。

　御言葉なるお方を、私達という肉に住まわせる事がここで命じられている。『キリストの平和があなた方の

心を支配するようにしなさい…キリストの言葉をあなた方の内に豊かに宿らせなさい。そして、知恵をつくし

て互に教えまた訓戒し、詩と賛美と霊の歌とによって、感謝して心から神をほめたたえなさい。』(コロ 3:15)
　結局、今、わたしがここに存在している理由は、わたしを存在させて下さっているお方、「有る」というお方

に由来し、ここに有る。その御方は、天地創造され、わたしが知り得ない全てを、知っておられる。

この御方を豊かに住まわせるなら、もはや自分の存在のあやふやさは拭い去られる。このお方は「言」であ

られ、私達が目で見、耳で聞き、手で触れる「聖書の御言葉」として、今、ここに現れておられる。御言葉暗

唱（テフィリン）によってこのお方を豊かに住まわせ、あらゆる自分のあやふやさ、自分の中にある闇を払拭

し、神の子として大胆に、豊かに歩んでいく皆さんでありますように！イエス様の名前によって祝福します!

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

日曜礼拝

1 部礼拝　　　10:30 賛美　11:00 礼拝

食事/フェローシップ／賛美 　12:30～
2 部礼拝 　　　　　　　　　　　　　　 14:00

金曜徹夜祈祷会                    21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1 部                                   　13:00～
　2 部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 12 巻 35 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2017 年 8 月 27 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

